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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

中間連結会計期間
第30期

中間連結会計期間
第29期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2023年４月１日
至　2024年３月31日

売上高 （百万円） 3,913 3,829 7,419

経常利益 （百万円） 208 146 262

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 159 108 125

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 168 101 127

純資産額 （百万円） 4,236 4,076 4,085

総資産額 （百万円） 5,716 5,406 5,428

１株当たり中間（当期）純利益

金額
（円） 12.78 8.80 10.17

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.1 75.4 75.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 159 195 260

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 106 △11 156

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △464 △104 △719

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 3,532 3,510 3,431

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しており、前中間連結会計期間及び前連

結会計年度に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっており

ます。なお、2022年改正会計基準については第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱いを適用し、「税

効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）については第65－

２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いを適用しております。この結果、当中間連結会計期間に係る主

要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　当中間連結会計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績（以下、経営成績等と

いう。）の状況の概要は次のとおりであります。

 

①経営成績の状況

　当中間連結会計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により、景気は緩やかな

持ち直しの動きがみられるものの、継続する物価上昇や金融政策の見直しによる懸念等もあり、景気の先行きは依

然として不透明な状況にあります。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界においては、次世代機であるスマート遊技機の普及や、2024

年３月に新たに登場した新機能「ラッキートリガー」搭載のパチンコ機がユーザーの支持を獲得していること等も

あり、業界活性化への期待が高まっています。

　パチンコホール広告市場においては、2023年10月より施行されたステルスマーケティング規制等により、一部の

インターネット広告需要が急減する等、広告需要は低迷しました。その後2024年２月にパチンコ業界４団体から

「広告宣伝ガイドライン第二版」が発出され、ガイドラインに則った広告や集客に貢献するサービスの開発、販売

が可能となったこと等により、広告需要は緩やかながら回復の兆しが見られます。

　パチンコホール以外の広告分野については、主力のフィットネス施設や住宅関連広告分野をはじめ、広告需要は

引き続き増加基調にあります。

　こうした環境下で、当社グループでは主力のパチンコホール広告分野において、急減したインターネット広告の

回復に努めました。更には、パチンコホール以外の顧客開拓、取引深耕を推進し、収益の底上げに向けた取り組み

を進めてまいりました。

　これらの取り組みは一定の成果はあったものの、主としてパチンコホールにおける折込チラシ等の紙媒体が減少

したことから、当中間連結会計期間の売上高は3,829百万円（前年同中間期比2.1％減）、売上総利益は1,146百万円

（同2.2％減）、営業利益は150百万円（同25.9％減）、経常利益は146百万円（同29.7％減）、親会社株主に帰属す

る中間純利益は、108百万円（同32.0％減）となりました。

 

広告事業

　当中間連結会計期間におけるパチンコホール広告市場は、スマート遊技機の普及や新機能搭載機の登場もあり、

盛り上がりを見せているものの、スマート遊技機導入や新紙幣対応設備への投資資金確保のため、広告費削減の傾

向は続いています。一方で、2024年２月にパチンコ業界４団体から「広告宣伝ガイドライン第二版」が発出された

ことにより、これまで曖昧であった広告手法や集客支援サービスについて、実施可能な範囲が明確化されたことも

あり、2023年10月以降急減したインターネット広告は回復基調にあります。

　こうした環境下において、当社グループでは、主力のパチンコホール広告分野においては、ガイドラインに則っ

た集客に貢献する広告、サービスの開発と販売に注力しました。パチンコ以外の広告分野においては、広告需要の

伸びが期待されるセクターにおける顧客開拓を積極的に推進いたしました。

　その結果、売上高は3,799百万円（前年同中間期比1.8％減）、セグメント利益は280百万円（同13.1％減）となり

ました。

 

不動産事業

　当中間連結会計期間においては、連結子会社㈱ランドサポートが所有する千葉県柏市の土地の賃貸収益のほか、

賃貸仲介物件等に伴う手数料収益０百万円の計上がありました。

　その結果、売上高は26百万円（前年同中間期比36.5％減）、セグメント利益は７百万円（同60.2％減）となりま

した。

 

その他

　当中間連結会計期間においては、連結子会社が運営するキャンピングカーレンタル事業等による、売上高は３百

万円（前年同中間期比19.6％減）、セグメント損失は１百万円（前年同中間期は２百万円の損失）となりました。

　なお、調査研究のためのテスト事業であったキャンピングカーレンタル事業及びストレージ事業は、当中間連結

会計期間をもって終了いたしました。
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②財政状態の状況

資産

　当中間連結会計期間末における総資産は5,406百万円となり、前連結会計年度末比21百万円の減少となりました。

これは、主に受取手形、売掛金及び契約資産が55百万円減少したこと等によるものであります。

 

負債

　負債合計は1,330百万円となり、前連結会計年度末比11百万円の減少となりました。

 

純資産

　純資産合計は4,076百万円となり、前連結会計年度末比９百万円の減少となりました。これは親会社株主に帰属す

る中間純利益108百万円を計上する一方で、前期決算に係わる期末配当110百万円を実施したこと等によるものであ

ります。

 

③生産、受注及び販売の実績

生産実績

　該当事項はありません。

 

受注実績

　当社グループの商品・サービスは、受注から納品までの期間がきわめて短いため、記載を省略しております。

 

販売実績

　当中間連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 

報告セグメント

当中間連結会計期間

（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

前年同中間期比（％）

広告事業    

インターネット （百万円） 1,404 105.6

折込広告 （百万円） 1,131 86.7

販促物 （百万円） 486 91.2

クリエイティブ （百万円） 324 122.1

媒体 （百万円） 99 81.4

その他 （百万円） 352 113.7

広告事業計 （百万円） 3,799 98.2

不動産事業 （百万円） 26 63.5

その他 （百万円） 3 80.4

合計 （百万円） 3,829 97.9
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(2）キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主として税金等調整前中間純利益146百万円を計上したこと等により195

百万円の収入（前年同中間期は159百万円の収入）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主として、有形固定資産の売却による収入19百万円があった一方で、有

形固定資産の取得による支出が21百万円あったこと等により11百万円の支出（前年同中間期は106百万円の収入）と

なりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、主として前連結会計年度決算に係る期末配当金の支払110百万円があった

こと等により104百万円の支出（前年同中間期は464百万円の支出）となりました。

　これらの結果、現金及び現金同等物は当中間連結会計期間において78百万円増加し、3,510百万円となりました。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,400,000

計 66,400,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発

行数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2024年10月31日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 12,300,000 12,300,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 12,300,000 12,300,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 12,300,000 － 100 － 100
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

ＧＡキャピタル株式会社 東京都渋谷区西原２－26－３ 4,524,000 36.78

内　藤　征　吾 東京都中央区 368,900 3.00

梅　田　美　智　子 京都府京丹後市 359,400 2.92

完　山　敏　錫 愛知県名古屋市千種区 310,000 2.52

山　本　正　卓 東京都渋谷区 208,900 1.70

鎌　倉　吉　成 埼玉県朝霞市 158,300 1.29

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式

会社
東京都千代田区大手町１－９－２ 151,300 1.23

光　岡　巌 東京都小平市 130,600 1.06

上　川　名　弦 東京都中央区 118,000 0.96

ベニス産業株式会社
京都府京都市右京区西院東貝川町

59－３
116,800 0.95

計 － 6,446,200 52.41

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,290,900 122,909 －

単元未満株式 普通株式 9,100 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  12,300,000 － －

総株主の議決権  － 122,909 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則

第１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,438 3,517

受取手形、売掛金及び契約資産 976 921

未収還付法人税等 2 －

その他 73 74

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 4,490 4,512

固定資産   

有形固定資産   

土地 521 521

その他（純額） 69 57

有形固定資産合計 591 579

無形固定資産   

のれん 24 18

その他 104 100

無形固定資産合計 128 119

投資その他の資産 ※ 218 ※ 196

固定資産合計 938 894

資産合計 5,428 5,406

負債の部   

流動負債   

買掛金 534 510

１年内返済予定の長期借入金 250 287

未払法人税等 42 46

その他 166 170

流動負債合計 993 1,015

固定負債   

長期借入金 312 281

資産除去債務 8 8

その他 28 26

固定負債合計 349 315

負債合計 1,342 1,330

純資産の部   

株主資本   

資本金 100 100

資本剰余金 735 735

利益剰余金 3,245 3,242

株主資本合計 4,080 4,077

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5 △1

その他の包括利益累計額合計 5 △1

純資産合計 4,085 4,076

負債純資産合計 5,428 5,406
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 3,913 3,829

売上原価 2,739 2,682

売上総利益 1,173 1,146

販売費及び一般管理費 ※ 970 ※ 996

営業利益 203 150

営業外収益   

受取利息 0 0

有価証券利息 1 1

受取配当金 0 1

為替差益 2 －

有価証券売却益 4 4

その他 1 0

営業外収益合計 10 7

営業外費用   

支払利息 2 2

為替差損 － 0

有価証券売却損 － 8

その他 2 0

営業外費用合計 4 11

経常利益 208 146

特別利益   

固定資産売却益 － 12

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 3 12

特別損失   

投資有価証券評価損 － 13

特別損失合計 － 13

税金等調整前中間純利益 211 146

法人税、住民税及び事業税 43 39

法人税等調整額 9 △1

法人税等合計 52 37

中間純利益 159 108

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 159 108
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 159 108

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 9 △6

その他の包括利益合計 9 △6

中間包括利益 168 101

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 168 101

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

     （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 211 146

減価償却費 25 27

のれん償却額 6 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △0

受取利息及び受取配当金 △2 △2

支払利息 2 2

為替差損益（△は益） △2 0

固定資産売却損益（△は益） － △12

投資有価証券評価損益（△は益） － 13

売上債権の増減額（△は増加） △37 55

棚卸資産の増減額（△は増加） 2 △0

仕入債務の増減額（△は減少） △35 △24

その他 △3 16

小計 174 226

利息及び配当金の受取額 2 2

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △54 △36

法人税等の還付額 38 4

営業活動によるキャッシュ・フロー 159 195

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の純増減額（△は増加） △50 △4

有形固定資産の取得による支出 △21 △21

有形固定資産の売却による収入 － 19

無形固定資産の取得による支出 △6 △6

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 9 －

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △0

敷金及び保証金の回収による収入 0 1

預託金の返還による収入 176 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 106 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 150

長期借入金の返済による支出 △143 △143

自己株式の取得による支出 △218 －

配当金の支払額 △102 △110

財務活動によるキャッシュ・フロー △464 △104

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △196 78

現金及び現金同等物の期首残高 3,729 3,431

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,532 ※ 3,510
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

投資その他の資産 9百万円 9百万円

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年４月１日

　　至 2023年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日

　　至 2024年９月30日）

従業員給与手当 450百万円 463百万円

福利厚生費 81百万円 83百万円

旅費交通費 33百万円 37百万円

地代家賃 74百万円 74百万円

減価償却費 20百万円 23百万円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

現金及び預金勘定 3,538百万円 3,517百万円

担保に供している定期預金 △6百万円 △6百万円

現金及び現金同等物 3,532百万円 3,510百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月14日

取締役会
普通株式 102 8 2023年３月31日 2023年６月８日 利益剰余金

 

（2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月13日

取締役会
普通株式 110 9 2023年９月30日 2023年12月４日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

（1）自己株式の取得

　当社は、2023年５月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式499,700株の取得を行いました。こ

の結果、当中間連結会計期間において、自己株式が218百万円増加しております。

（2）自己株式の消却

　当社は、2023年８月25日開催の取締役会決議に基づき、2023年９月８日付で、自己株式499,700株の

消却を実施いたしました。この結果、当中間連結会計期間において、資本剰余金及び自己株式がそれぞ

れ218百万円減少しております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月19日

取締役会
普通株式 110 9 2024年３月31日 2024年５月31日 利益剰余金

 

（2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月18日

取締役会
普通株式 123 10 2024年９月30日 2024年12月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

    広告事業 不動産事業 計

売上高        

(1）外部顧客への売上高 3,867 41 3,908 4 3,913 － 3,913

(2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － － － －

計 3,867 41 3,908 4 3,913 － 3,913

セグメント利益又は損失

（△）
322 19 342 △2 339 △136 203

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピ

ングカーレンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△136百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△136

百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

    広告事業 不動産事業 計

売上高        

(1）外部顧客への売上高 3,799 26 3,825 3 3,829 － 3,829

(2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － － － －

計 3,799 26 3,825 3 3,829 － 3,829

セグメント利益又は損失

（△）
280 7 288 △1 287 △136 150

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピ

ングカーレンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△136百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△136

百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

有価証券は、企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ゲンダイエージェンシー株式会社(E05417)

半期報告書

16/21



（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報
 
前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
広告事業 不動産事業 計

インターネット 1,330 － 1,330 － 1,330

折込広告 1,305 － 1,305 － 1,305

販促物 533 － 533 － 533

クリエイティブ 265 － 265 － 265

媒体 121 － 121 － 121

その他の広告 310 － 310 － 310

不動産 － 15 15 － 15

その他 － － － 4 4

顧客との契約から生じる収益 3,867 15 3,883 4 3,887

その他の収益 － 25 25 － 25

外部顧客への売上高 3,867 41 3,908 4 3,913

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピング

カーレンタル事業等を含んでおります。

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
広告事業 不動産事業 計

インターネット 1,404 － 1,404 － 1,404

折込広告 1,131 － 1,131 － 1,131

販促物 486 － 486 － 486

クリエイティブ 324 － 324 － 324

媒体 99 － 99 － 99

その他の広告 352 － 352 － 352

不動産 － 0 0 － 0

その他 － － － 3 3

顧客との契約から生じる収益 3,799 0 3,799 3 3,803

その他の収益 － 25 25 － 25

外部顧客への売上高 3,799 26 3,825 3 3,829

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピング

カーレンタル事業等を含んでおります。
 

EDINET提出書類

ゲンダイエージェンシー株式会社(E05417)

半期報告書

17/21



（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

１株当たり中間純利益金額 12円78銭 ８円80銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額（百万円） 159 108

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

金額（百万円）
159 108

普通株式の期中平均株式数（株） 12,455,214 12,300,000

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（1）期末配当

2024年４月19日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………………110百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………９円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………2024年５月31日

（注）2024年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

 

（2）中間配当

2024年10月18日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………………123百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………2024年12月９日

（注）2024年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

  2024年10月31日

  

ゲンダイエージェンシー株式会社  

取　締　役　会　　　　御　中  

 

 有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ  

 東　　京　　事　　務　　所 

 指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 三　　澤　　幸　之　助  

 指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 齋　　藤　　　　　　映  

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ゲンダイエージェンシー株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日までの連結会計年度の中間連結会

計期間（2024年4月1日から2024年9月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対

照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に

ついて期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ゲンダイエージェンシー株式会社及び連結子会社の

2024年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。
 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レ

ビューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レ

ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規

定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果

たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間

連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成

することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から中間連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その

他の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重

要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表におい

て、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を

喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中

間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結

論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を

含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責

任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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